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水
野
直
樹　
編
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

朝
鮮
総
督
府
警
務
局
、
朝
鮮
軍
、
高
等
法
院
（
最
上
級
裁
判
所
）、
法
務
局
、
学
務
局
な
ど
が

一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
に
作
成
し
た
資
料
を
収
録
。

朝
鮮
近
現
代
史
研
究
、
日
本
近
現
代
史
研
究
、
東
ア
ジ
ア
研
究
、
帝
国
・
植
民
地
主
義
研
究
へ
と

実
を
結
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
願
い
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
Ⅰ
期
は
一
九
二
〇
年
代
に
作
成
さ
れ
た

資
料
を
中
心
に
収
録
。
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本
体
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０
１
８
年
８
月
刊
行

不
二
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版

編
集
復
刻
版

朝
鮮
治
安
関
係
資
料
集
成

〈
第
Ⅰ
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全
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集
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治
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資
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集
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大
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名
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教
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◉
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I
S
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N
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7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
8
2
2
9
-
5

※
第
Ⅱ
期
・
第
Ⅲ
期
も
順
次
刊
行
予
定
で
す（
詳
細
未
定
）。
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〈
第
Ⅰ
期　

全
２
巻
〉

巻 資料
番号 資料名 編著者名（発行所） 発行年月日

第
１
巻

1 朝鮮統治ニ関スル外国人ノ批評
大正十二年三月〈情報彙纂第一〉

ゼー・イー・ムーア＝述　マツケンジー＝著　ヘンリー・
エム・ブルーエン＝書簡／朝鮮総督府朝鮮情報委員会 1920年12月28日

2 朝鮮評論（KOREA REVIEW）布哇国民報及独逸新聞
記事摘要　大正十二年三月〈情報彙纂第二〉 朝鮮総督府朝鮮情報委員会 1921年 3 月28日

3 朝鮮評論（KOREA REVIEW）米国著書及独逸新聞記
事摘要　大正十二年三月〈情報彙纂第三〉 朝鮮総督府朝鮮情報委員会 1921年 1 月28日

4
朝鮮評論（KOREA REVIEW）布哇米国新聞刊行物及
通信記事摘要
大正十二年三月《秘》〈情報彙纂第四〉

朝鮮総督府朝鮮情報委員会 1921年 3 月28日

5 英米に於ける朝鮮人の不穏運動
大正十二年三月《秘》〈情報彙纂第五〉 山上昶＝談／朝鮮総督府朝鮮情報委員会 1921年 4 月28日

6 朝鮮ノ復活ノ梗概
大正十年八月《秘》〈情報彙纂第六〉 申興雨＝著／朝鮮情報委員会 1921年

7 朝鮮ニ関スル外国人ノ評論
大正十年八月《秘》〈情報彙纂第七〉

ピー・エス・スミス＝著　ビゲロー、エフ・スタール＝
講演／朝鮮情報委員会 1921年

8 朝鮮ニ関スル海外刊行物記事摘要
大正十年九月〈情報彙纂第八〉 朝鮮情報委員会 1921年

9 布哇在留朝鮮人一班状態
大正十二年二月《秘》〈情報彙纂第十〉 朝鮮情報委員会 1923年

10 朝鮮人の思想
大正十二年四月《秘》〈情報彙纂第十一〉 杉浦武雄／朝鮮情報委員会 1923年

11 朝鮮に就て　大正十二年年六月〈情報彙纂第十二〉 副島道正／朝鮮情報委員会 1923年
12 朝鮮事情機密通信　第一号《極秘》 1924年12月15日
13 朝鮮事情機密通信　第二号《極秘》 1925年 2 月 1 日
14 騒擾事件ノ概況　其一～其四《極秘》 朝鮮総督府警務局
15 不逞運動ノ真相 朝鮮総督府警務局
16 米国ニ於ケル朝鮮独立運動ニ関スル調査報告書《秘》 朝鮮総督府警務局 1921年
17 最近ニ於ケル治安情況　大正九年十二月《秘》 朝鮮総督府警務局 1920年
18 最近ニ於ケル治安情況　大正十年十二月《秘》 朝鮮総督府警務局 1921年
19 〔治安情況　大正十二年〕 〔朝鮮総督府警務局〕 1923年
20 〔治安状況　昭和四年〕 〔朝鮮総督府警務局〕保安課 1929年

第
２
巻

21 北京在留朝鮮人ノ概況
〈朝保秘第一三〇九号・北二五四号〉 警務局木藤通訳官 1927年 6 月16日

22 在満鮮人思想団体分布状況ニ関スル件
〈朝保秘第一一三七号〉 朝鮮総督府警務局長 1928年 5 月17日

23 在中国韓人青年同盟ノ創立　昭和三年十月 朝鮮総督府警務局 1928年

24 在中国韓人青年同盟ノ創立ニ関スル件
〈朝保秘第二七四一号〉 朝鮮総督府警務局長 1928年11月24日

25 在外不逞鮮人団体調　昭和四年十二月《秘》 警務局保安課 1929年

26 朝鮮に於ける同盟休校の考察
昭和四年二月《秘》〈高等警察資料第三輯〉 朝鮮総督府警務局 1929年 3 月28日

27 〔元山労働争議に関する新聞の論調　昭和五年二月
〈調査資料第九輯〉〕 〔朝鮮総督府警務局図書課〕 1930年

28 咸鏡南道甲山郡火田民家放火事件ト諺文紙
昭和五年一月《秘》〈調査資料第十五輯〉 朝鮮総督府警務局図書課 1930年

29 諺文新聞の詩歌
昭和五年五月《秘》〈調査資料第二十輯〉 朝鮮総督府警務局図書課 1930年 6 月15日

30 天道教概論
昭和五年五月《秘》〈調査資料第二十二輯〉 朝鮮総督府警務局図書課 1930年

31 出版物より観たる朝鮮人学生の思想的傾向
昭和六年三月《秘》〈調査資料第二十五輯〉 朝鮮総督府警務局図書課 1931年 5 月30日

32 不穏刊行物記事輯録
昭和九年一月〈調査資料第三十七輯〉 朝鮮総督府警務局〔図書課〕 1934年 4 月21日

33 本道青年会状況　大正十三年五月 全羅南道 1924年
34 朝鮮事情　完《秘》〈外事講習パンフレツト４〉 田中武雄／財団法人警察協会福岡支部 1925年12月15日

◉収録一覧◉収録一覧



水
野
直
樹

朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
配
に
お
い
て
日
本
の
当
局
者
が
も
っ
と
も
重
視
し
た
の

は
治
安
の
維
持
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
総
督
や
政
務
総
監
な
ど
は
総
督
府
の
会
議
で
常
に

「
治
安
の
確
保
」
を
強
調
し
て
い
た
。
植
民
地
に
お
い
て
は
い
か
な
る
政
策
を
実
行
す

る
に
も
、
ま
ず
治
安
を
安
定
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
支
配
当
局
の
認
識

で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
一
九
年
に
全
民
族
的
な
抵
抗
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ

た
三
一
独
立
運
動
に
直
面
し
て
、
総
督
府
は
治
安
維
持
と
い
う
課
題
の
重
要
性
を
強

く
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
た
め
に
、
植
民
地
朝
鮮
で
治
安
維
持
に
当
た
る
警
察
、
司
法
機
関
、
軍
な
ど

諸
機
関
に
お
い
て
、
治
安
状
況
に
関
わ
る
各
種
の
資
料
が
作
成
さ
れ
た
。
三
一
運
動

後
の
「
文
化
政
治
」
の
中
で
は
、
新
聞
・
雑
誌
の
発
行
や
集
会
な
ど
が
あ
る
程
度
認

め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
出
版
物
な
ど
の
検
閲
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

た
。
総
督
府
警
務
局
に
図
書
課
が
設
け
ら
れ
、
検
閲
に
当
た
っ
た
が
、
そ
こ
で
作
成

さ
れ
た
資
料
は
、
朝
鮮
社
会
の
動
向
や
思
潮
を
当
局
者
の
目
か
ら
整
理
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
、
思

想
検
事
の
役
割
が
大
き
く
な
る
と
、
検
察
当
局
に
よ
る
資
料
が
多
数
作
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
検
察
作
成
の
『
思
想
月
報
』『
思
想
彙
報
』
は
、
こ
れ
ま
で
に
復
刻
版

が
出
さ
れ
、
研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
検
察
が
作
成
し
た
資
料
は
そ
れ
ら
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
警
察
署
長
会
議
な
ど
で
検
事
が
行
な
っ
た
訓
示
を
集
め
た
『
朝
鮮
刑

事
政
策
資
料
』
が
毎
年
刊
行
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
、『
朝
鮮
検
察
要
報
』
な
ど

の
資
料
が
作
成
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
復
刻
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

朝
鮮
総
督
府
　
帝
国
議
会
説
明
資
料
　
全
19
巻

●
体
裁
―
―
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
５
、９
４
０
頁

●
推
薦
―
―
海
野
福
寿
／
朴　
慶
植
／
水
野
直
樹
／
宮
田
節
子

●
価
格
―
―
本
体
５
９
１
、０
０
０
円
＋
税

　

朝
鮮
総
督
府
が
帝
国
議
会
答
弁
の
た
め
作
成
し
た
『
帝
国
議
会
説
明
資
料
』
は
、
現
在

そ
の
大
部
分
が
散
佚
又
は
焼
却
さ
れ
、
そ
の
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
さ
え
不
可
能
に
近
い
。

弊
社
で
は
内
外
の
研
究
者
・
各
機
関
の
協
力
を
得
て
、
現
在
収
集
可
能
な
も
の
の
全
て
を

網
羅
し
、
復
刻
刊
行
し
た
。
そ
の
分
量
は
二
万
一
千
頁
を
超
え
る
た
め
、
四
面
付
方
式
に

よ
り
復
刻
。
大
正
六
年
か
ら
昭
和
二
〇
年
ま
で
の
植
民
地
朝
鮮
の
「
治
安
状
況
」
を
中
心

と
す
る
民
衆
の
動
向
な
ど
、
植
民
地
支
配
の
全
分
野
を
含
む
、
近
現
代
史
研
究
の
基
本
資

料
で
あ
る
。

朝
鮮
憲
兵
隊
歴
史
　
全
6
巻

●
解
説
―
―
松
田
利
彦

●
体
裁
―
―
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
１
、５
８
０
頁

●
推
薦
―
―
海
野
福
寿
／
水
野
直
樹

●
価
格
―
―
本
体
１
８
０
、０
０
０
円
＋
税

　

本
書
は
、防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
の
資
料
「
朝
鮮
憲
兵
の
起
源
及
び
沿
革
概
要
」

「
朝
鮮
憲
兵
隊
歴
史
」
を
収
録
し
た
。
韓
国
併
合
直
前
の
一
九
一
〇
年
六
月
、
日
本
政
府
は

韓
国
政
府
か
ら
警
察
権
を
奪
い
、
韓
国
駐
箚
憲
兵
隊
が
韓
国
人
民
を
支
配
・
統
合
す
る
「
武

断
政
治
」
を
開
始
す
る
。
こ
の
憲
兵
隊
に
よ
る
植
民
地
統
治
の
方
式
は
、
そ
の
後
の
日
本

の
植
民
地
各
地
に
「
輸
出
」
さ
れ
、
原
型
と
な
る
に
至
る
。
本
資
料
は
、
こ
の
間
の
資
料

の
空
白
を
埋
め
る
の
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
取
り
締
ま
り
当
局
は
多
く
の
資
料
を
作
成
し
た
が
、ほ
と
ん
ど
は
「
内

部
資
料
」「
極
秘
資
料
」
で
あ
っ
た
た
め
、
一
般
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た

図
書
館
な
ど
で
も
そ
れ
ら
を
所
蔵
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
そ
の
結
果
、
歴
史

研
究
者
も
そ
れ
ら
の
資
料
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
充
分
に
利
用
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

今
回
の
資
料
集
成
に
収
録
で
き
た
の
も
、
実
際
に
作
成
さ
れ
た
当
局
側
資
料
の
一

部
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
従
来
閲
覧
し
に
く
か
っ
た
資
料
を
可
能
な
限
り
収
録

し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
研
究
の
礎
石
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
資
料
集
成
で
は
、
す
で
に
日
本
や
韓
国
で
復
刻
版
が
出
て
い
る
資
料
は
な
る

べ
く
除
外
し
て
、
こ
れ
ま
で
利
用
す
る
の
に
不
便
だ
っ
た
資
料
を
収
録
す
る
こ
と
に

し
た
。
た
だ
し
、
個
々
の
事
件
や
動
向
を
報
告
す
る
よ
う
な
文
書
類
は
収
録
せ
ず
、

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
形
で
記
述
さ
れ
て
い
る
資
料
を
中
心
と
し
た
。
個
別
事
件
に

関
す
る
警
察
の
報
告
文
書
や
判
決
文
、
あ
る
い
は
総
督
府
警
務
局
や
法
務
局
が
作
成

し
た
文
書
類
な
ど
は
、
韓
国
の
諸
機
関
（
国
家
記
録
院
、
国
史
編
纂
委
員
会
、
独
立
記

念
館
な
ど
）
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
治
安
関
係
資
料
は
、
朝
鮮
の
民
族
運
動
、
社
会
運
動
の
動
き
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
民
情
」
す
な
わ
ち
朝
鮮
社

会
底
辺
の
動
向
、
朝
鮮
民
衆
の
心
性
や
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
も

あ
る
。
植
民
地
支
配
の
下
で
朝
鮮
民
衆
は
自
ら
の
経
験
や
意
識
を
書
き
残
す
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
新
聞
や
雑
誌
、
そ
し
て
近
年
の
研
究
で
利
用
さ
れ
つ
つ

あ
る
日
記
な
ど
か
ら
朝
鮮
民
衆
の
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
資
料
に
も
限
界
が
あ
る
。
支
配
当
局
が
作
成
し
た
資
料
に
は
バ
イ
ア
ス
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら
利
用
す
る
な
ら
、
朝
鮮
民
衆
の
動
き
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
信
ず
る
。

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
朝
鮮
近
代
史
）

海
野
福
寿　
編
・
解
説

外
交
史
料
　
韓
国
併
合
　
上
・
下

●
体
裁
―
―
Ａ
５
判
／
上
製
／
函
入
／
総
８
０
６
頁

●
推
薦
―
―
宮
田
節
子

●
価
格
―
―
本
体
４
８
、０
０
０
円
＋
税

　

本
史
料
集
は
、「
韓
国
併
合
」
に
関
し
て
「
歴
史
の
共
通
認
識
と
い
う
国
際
共
通
財
を
創

り
だ
す
出
発
点
」
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
化
過
程
（
一
九
〇

四
～
一
〇
年
）
に
締
結
さ
れ
た
韓
国
併
合
条
約
の
日
本
側
の
政
府
関
係
史
料
を
中
心
に
四
百

点
余
を
収
録
。
日
韓
外
交
関
係
の
基
本
史
料
で
あ
る
。

【
内
容
】
上
＝
論
点
／
日
韓
議
定
書
／
第
一
次
日
韓
協
約
／
韓
国
通
信
機
関
委
托
ニ
関
ス
ル

取
極
書
／
第
二
次
日
韓
協
約　

下
＝
第
三
次
日
韓
協
約
／
韓
国
司
法
及
監
獄
事
務
委
托
ニ

関
ス
ル
覚
書
・
韓
国
警
察
事
務
委
託
ニ
関
ス
ル
覚
書
／
韓
国
併
合
ニ
関
ス
ル
条
約
／
年
表

朴　
慶
植　
編

在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
〈
戦
後
編
〉
全
10
巻

●
解
題
―
―
小
林
知
子
／
宮
本
正
明
／
長
澤 

秀
／
金 

栄
／
高
柳
俊
男

●
体
裁
―
―
Ａ
４
判
／
上
製
／
函
入
／
総
４
、１
０
０
頁

●
推
薦
―
―
姜
在
彦
／
姜
徳
相
／
宮
田
節
子
／
山
田
昭
次

●
価
格
―
―
本
体
２
８
０
、０
０
０
円
＋
税

　

朴
慶
植
氏
は
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
』（
三
一
書
房
）
を
刊
行
後
、「
戦
後
編
」
の

資
料
を
収
集
し
、
構
成
・
目
次
ま
で
作
成
さ
れ
て
い
た
。
氏
の
突
然
の
死
（
九
八
年
二
月
）

に
よ
っ
て
中
断
し
た
こ
の
作
業
は
、
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
が
引
き
継
ぎ
、
遺
族
の

了
解
を
得
て
全
一
〇
巻
で
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
①
②
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
関
係
、

③
在
日
本
大
韓
民
国
居
留
民
団
関
係
、
④
在
日
朝
鮮
統
一
民
主
戦
線
関
係
、
⑤
在
日
朝
鮮

人
職
業
名
鑑
・
文
化
年
鑑
、
⑥
教
科
書
・
教
育
関
係
雑
誌
、
⑦
都
立
朝
鮮
人
学
校
関
係
、

⑧
～
⑩
朝
鮮
人
刊
行
新
聞
・
雑
誌
。
解
放
直
後
の
こ
れ
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

貴
重
資
料
多
数
を
含
む
。

編
者
の
こ
と
ば

◉
内
容
見
本
〈
４
面
付
方
式
〉

◉
関
連
図
書

◉
刊
行
に
あ
た
っ
て

◉
内
容
見
本
〈
４
面
付
方
式
〉

◉
関
連
図
書

◉
刊
行
に
あ
た
っ
て

◀
資
料
15


